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オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
称
す
る
催
し
で

は
、
著
名
人
愛
用
の
品
は
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
る
が
、
も
と
も
と
は
用
具
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
提
供
の
も
の
で
あ
っ

た
り
、
今
は
も
う
使
用
し
な
い
も
の

で
あ
る
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
双
方
が
実
害
の
少
な

い
範
囲
内
で
行
う
慈
善
活
動
を
今

日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
名
で
呼
ぶ
こ

と
が
多
い
中
で
、
今
回
行
う
組
合
主

催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
、
個
々
の
組
合
員
の
痛
み
と
誠
意

の
伴
う
真
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
と

言
う
こ
と
が
で
き
は
し
な
い
か
。

　

名
も
な
く
、
格
別
に
裕
福
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
一
組
合
員
が
、
自
ら

の
持
ち
物
で
あ
る
商
品
を
被
災
者
の

救
済
や
支
援
の
目
的
で
無
償
で
出
品

し
、
そ
の
売・

上・

金・

の・

す・

べ・

て・

が
こ
れ

に
充
当
さ
れ
る
。
ど
こ
に
も
報
道
さ

れ
ず
、
誰
か
ら
も
賛
美
さ
れ
な
い
こ

の
よ
う
な
慈
善
行
為
こ
そ
、
真
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
と
言
え
は
し
ま
い
か
。

　

私
た
ち
刀
剣
商
の
社
会
的
地
位
や

評
価
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
常
に
不

満
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
間
の
皆
さ

ん
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
よ
、

と
言
い
た
い
。
私
た
ち
を
ナ
メ
た
ら

あ
か
ん
ぜ
よ
、
と
言
い
た
い
。
こ
う

い
う
刀
屋
も
よ
う
け
お
る
ん
ぜ
よ
、

と
言
い
た
い
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
て
い
る
著
名
人
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
活
動
の
売
上
金
は
、
一
体
い
く

ら
だ
、
と
も
聞
き
た
い
。

　

私
た
ち
の
今
回
の
活
動
は
次
号
の

『
刀
剣
界
』
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
が
、
気
持
ち
に
お
い
て
、
金

額
に
お
い
て
、
著
名
人
に
遜
色
を
見

せ
な
い
結
果
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
予
感
し
得
る
。
自
賛
の
謗そ

し

り
を
恐

れ
ず
あ
え
て
言
わ
せ
て
も
ら
う
な
ら

ば
、
刀
屋
は
素
晴
ら
し
い
。

（
深
海
信
彦
）

い
う
精
神
は
共
通
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
た
ち
刀
剣
商
は
、
今
回

の
大
災
害
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支

援
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
か
。
被
災
地
に
入
っ
て
復
旧
作

業
を
手
伝
う
以
外
に
成
し
得
る
こ
と

は
、
や
は
り
自
ら
の
資
金
や
モ
ノ
を

無
償
提
供
す
る
こ
と
が
そ
の
手
だ
て

で
あ
る
と
言
い
得
よ
う
。

　

著
名
な
芸
能
人
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手

な
ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
は
、
枚

挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
考
え
さ
せ
ら
れ

る
の
は
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
は
、
誰
も
損
を
し

な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
も
思
え

る
。
も
ち
ろ
ん
、
街
頭
に
立
ち
募
金

を
呼
び
か
け
、コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
の
競
技
を
行
う
か

ら
に
は
、
著
名
人
と
し
て
は
貴
重
な

時
間
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
損
害
が

皆
無
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
逐
一
報
道
さ
れ
、
称

賛
を
浴
び
る
。

　

著
名
人
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
に

参
加
す
る
人
た
ち
は
、
そ
の
満
足
に

対
し
て
入
場
料
や
参
加
費
と
い
う
対

価
を
支
払
う
が
、
そ
れ
は
決
し
て
損

失
で
は
な
い
。

　

東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
と
、
そ

れ
に
伴
う
太
平
洋
沿
岸
一
帯
の
大
津

波
、
さ
ら
に
は
そ
の
影
響
に
よ
る
原

子
力
発
電
施
設
の
損
壊
か
ら
派
生
し

た
放
射
能
被
害
。
多
く
の
死
傷
者
を

数
え
、
今
な
お
仮
設
住
宅
や
他
府
県

で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
被
災
者
の
数
も
多
く
、
わ
が
国

は
ま
さ
に
未
曽
有
の
大
災
害
に
見
舞

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

被
災
者
や
、
復
興
現
場
で
困
難
な

作
業
に
当
た
る
人
た
ち
に
対
す
る
国

民
の
関
心
は
高
く
、
多
方
面
か
ら
、

一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
て
の
議
論

が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
報
道

に
よ
り
日
々
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
。
完
全
復
興
は
巨
額
の
資
金
を

要
し
、
国
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟ま

た
な

い
が
、
こ
の
危
機
を
目
の
当
た
り
に

し
、
民
間
の
団
体
や
個
人
の
支
援
活

動
も
震
災
発
生
直
後
か
ら
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

身
を
も
っ
て
奉
仕
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
資
金
な
ど
を
提
供

す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
が
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
あ
り
、
自
発
的
に
、
報
酬

を
求
め
ず
、
復
興
に
役
立
ち
た
い
と
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真
の
チ
ャ
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ィ
ー

美術刀剣・刀装小道具商

や し ま
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「やしま」
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刀
剣
関
係
者
の
集
ま
り
の
場
や
古

物
業
者
の
会
合
な
ど
で
、
よ
く
「
刀

剣
商
組
合
に
入
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
声
を
耳
に

し
ま
す
。
個
人
営
業
の
古
美
術
商
の

多
く
が
、
社
会
的
に
認
知
さ
れ
た
同

業
者
の
組
合
と
い
う
共
通
基
盤
を
得

て
、
営
業
活
動
、
情
報
収
集
、
連
携
・

協
力
、
地
位
向
上
な
ど
一
層
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
望
む
の
は
当

然
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
で
は
従

来
か
ら
同
業
の
皆
さ
ま
に
広
く
組
合

へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

監
督
官
庁
が
警
察
庁
で
あ
り
、
取

り
扱
う
品
物
が
主
に
刀
剣
と
い
う
こ

と
で
、
加
入
の
ハ
ー
ド
ル
は
決
し
て

低
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
真
摯
に
ご

商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
待
ち

し
ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
ま
で
。

〈
入
会
に
必
要
な
手
続
き
〉

①
当
組
合
の
加
入
資
格
は
、
公
安
委

員
会
よ
り
古
物
営
業
許
可
を
受
け

て
刀
剣
・
武
具
類
の
売
買
を
行
う

事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

②
入
会
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
現
理

事
一
名
を
含
む
当
組
合
員
二
名
以

上
の
推
薦
を
得
る
こ
と
。
入
会
の

認
否
は
理
事
会
に
諮
り
決
定
し
ま

す
。

〈
入
会
申
請
に
必
要
な
書
類
〉

①
加
入
申
込
書

②
履
歴
書

③
古
物
営
業
許
可
証
（
写
し
）

④
推
薦
状

⑤
身
分
証
明
書

⑥
約
定
書
（
同
意
書
）

⑦
登
記
簿
謄
本
（
法
人
の
申
し
込
み

の
場
合
）

〈
組
合
員
に
な
る
と
〉

　

承
認
さ
れ
て
組
合
員
に
な
る
と
、

組
合
諸
行
事
へ
の
参
加
な
ど
の
特
典

が
あ
り
ま
す
。

①
組
合
主
催
の
大
展
示
即
売
会
で
あ

る
「
大
刀
剣
市
」
へ
の
出
店

②
組
合
主
催
の
交
換
会
市
場
へ
の
参

加
（
別
途
に
内
規
が
あ
り
ま
す
）

③
諸
懇
談
会
・
懇
親
会
へ
の
出
席

④
当
該
官
庁
へ
の
具
申

⑤
広
報
誌
・
機
関
紙
・
資
料
の
提
供

⑥
書
籍
・
手
れ
入
具
・
備
品
な
ど
の

共
同
購
入
、
所
有
者
変
更
届
申
請

書
の
頒
布

〈
入
会
時
の
費
用
〉

①
出
資
金
（
一
口
二
万
円
）

　

個
人
五
口
以
上
、
十
万
円
以
上

　

法
人
十
口
以
上
、
二
十
万
円
以
上

②
入
会
金  

一
万
円

③
初
年
度
賦
課
金　

一
万
二
千
円

④
組
合
員
表
示
プ
レ
ー
ト（
希
望
者
）

一
万
八
千
円

　

納
付
額
合
計
は
、
個
人
加
入
の
場

合
十
二
万
二
千
円
か
ら
、
法
人
加
入

の
場
合
、
二
十
二
万
二
千
円
か
ら
と

な
り
ま
す
。

※
賛
助
会
員
に
つ
い
て

　

当
組
合
で
は
、
事
業
活
動
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
賛
助

会
員
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
賛
助

会
員
の
資
格
は
、
組
合
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
事
業
活
動
の
円
滑
な
実
施
に

協
力
・
助
言
い
た
だ
け
る
方
で
す
。

刀
職
者
を
は
じ
め
、
刀
剣
界
の
内
外

に
広
く
入
会
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

賛
助
会
員
は
、
毎
年
五
千
円
の
会

費
を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

（
服
部
暁
治
）

組
合
員
に
な
る
に
は

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
入
会
案
内

組合こよみ
（平成23年9～10月）

4 日
同日

7 日

12日

13日

15日

同日

17日

同日

同日

18日

同日

同日

20日

同日

27日

飯田理事・山田理事・冥賀理事・服
部理事・綱取理事・嶋田理事・朝倉
理事・玉井理事・持田監事・齋藤隆
久氏・生野正氏・飯田慶雄氏・宮澤
琢氏・大平将広氏・土子民夫氏・小
林君夫氏で行う。
組合古物講習会に持田監事出席。

『刀剣界』への広告募集案内を組合
員へ発送。

『日刊スポーツ』に大刀剣市記事広
告掲載。

『読売新聞』朝刊に大刀剣市の広告
掲載。

『産経新聞』朝刊に大刀剣市の広告
掲載。

『報知新聞』朝刊に大刀剣市記事広
告掲載。

『読売新聞』夕刊に大刀剣市の広告
掲載。
東京美術倶楽部において組合交
換 会 開 催。 参 加 者72名、 出 来 高
35,272,100円。
商工中金へ交換会借入れ保証人の件
で、深海理事長・猿田副理事長・土
肥副理事長・川島副理事長・清水専
務理事・伊波常務理事・齋藤常務理
事・服部理事・綱取理事・嶋田理事
が出向き署名捺印する。
愛宕警察署宮元署長・高澤生活安全
課長へ大刀剣市開催の挨拶のため、
清水専務理事・伊波常務理事が出向
く。　　
深海理事長・清水専務理事・齋藤常
務理事が警察庁生活安全局生活安全
企画課・上條課長補佐を訪ね、大刀
剣市の挨拶を兼ねて、種々の協議を
申し入れる。
組合事務所にてチャリティーオーク
ション商品の確認、整理、下値付け
の作業を深海理事長・清水専務理
事・服部理事・髙橋正法氏・小林君
夫氏で行う。

『日本経済新聞』朝刊に大刀剣市広
告掲載。

『夕刊フジ』に大刀剣市の記事広告
掲載。

『東京スポーツ』に大刀剣市の記事
広告掲載。
深海理事長・土肥副理事長・清水専
務理事・伊波常務理事が愛宕警察署
に出向き、大刀剣市チャリティー
オークションにかかわる競り売りの
届け出を提出し、受理される。

9 月 5 日

8 日

9 日

同日

13日

同日

17日

20日

同日

同日

27日

28日
30日

10月 3 日

同美印刷にて「大刀剣市」カタログ
校正編集会議を清水専務理事・服部
理事・持田監事・齋藤隆久氏・髙橋
正法氏・飯田慶雄氏・宮澤琢氏・土
子民夫氏で行う。

『刀剣美術』10月号掲載広告の校正
打ち合わせを行う。
同美印刷にて「大刀剣市」カタログ
最終色校正編集会議を清水専務理
事・冥賀理事・服部理事・綱取理事・
嶋田理事・朝倉理事・持田監事・藤
岡弘之氏・生野正氏・松本義行氏・
飯田慶雄氏・土子民夫氏・小林君夫
氏で行う。

『刀剣界』第１号編集会議を深海理
事長・清水専務理事・伊波常務理事・
山田理事・冥賀理事・服部理事・綱
取理事・嶋田理事・朝倉理事・玉井
理事・持田監事・藤岡弘之氏・生野
正氏・松本義行氏・飯田慶雄氏・新
堀徹氏・宮澤琢氏・土子民夫氏で行
う。
同美印刷にて「大刀剣市」カタログ
色校正確認作業を清水専務理事・髙
橋正法氏・土子民夫氏・小林君夫氏
で行う。
組合事務所にて産経新聞社、広告代
理店アオバ企画と伊波・齋藤両常務
理事が新聞広告の打ち合わせを行う。
東京美術倶楽部にて組合交換会開
催。参加者60名、出来高41,796,200
円。

『刀剣界』第１号編集会議を深海理
事長・清水専務理事・服部理事・綱
取理事・持田監事・土子民夫氏で行
う。
町村信孝議員政策研究会に深海理事
長・清水専務理事・服部理事・綱取
理事出席。
商工中金へ９月17日交換会借り入れ
のため、服部理事・綱取理事出向く。
大刀剣市チャリティーオークション
規約を出店者へFAX送信する。
大刀剣市カタログを発送する。

『刀剣界』第１号を組合員へ発送す
る。
組合事務所にて『刀剣界』第２号編
集会議を深海理事長・川島副理事
長・清水専務理事・齋藤常務理事・

　

長
く
続
い
た
暑
さ
も
よ
う
や
く
落

ち
着
い
た
九
月
二
十
六
日
、
全
国
美

術
刀
剣
青
年
会
の
出
張
大
会
を
熱
海

大
観
荘
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
前
週
に
は
台
風
15
号
の
列
島

通
過
も
あ
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
初

秋
を
感
じ
さ
せ
る
快
適
な
気
候
の

下
、
正
会
員
・
特
別
会
員
・
客
員
の

方
な
ど
五
十
名
以
上
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

交
換
会
で
は
、
景
気
の
低
迷
、
ま

た
三
月
十
一
日
に
は
東
日
本
大
震
災

が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
心
配
も
あ
る

中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
多
数
の
ご

参
加
と
お
持
ち
い
た
だ
い
た
名
品
の

数
々
に
よ
り
、
例
年
を
大
き
く
上
回

る
出
来
高
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
出
張
大
会
な
ら
で
は
の
温

泉
や
宴
席
、
翌
日
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

な
ど
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
、
ご

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
親
睦
も

図
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
か
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

す
べ
て
に
お
い
て
円
滑
に
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
こ

と
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
え
に
本
会
を
温

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
の
ご

理
解
・
ご
厚
情
に
よ
る
も
の
と
、
正

会
員
一
同
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
会
は
、「
将
来
の
刀
剣
商
業
界

に
お
い
て
公
正
遵
法
の
精
神
を
も
っ

て
明
朗
健
全
に
活
躍
す
る
人
材
を
相

互
開
発
し
、
研
修
修
練
す
る
こ
と
」

を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
小

伝
票
書
き
に
始
ま
り
発
句
・
競
り
・

通
し
・
会
計
な
ど
に
至
る
ま
で
、
会

員
自
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
実
際

に
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
換
会

運
営
を
体
系
的
に
把
握
し
研
修
で
き

る
、
業
界
に
お
い
て
貴
重
な
組
織
で

あ
り
、
培
っ
た
知
識
や
経
験
は
大
き

な
糧
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
勉

強
会
や
啓
蒙
普
及
の
た
め
の
学
校
訪

問
な
ど
の
活
動
は
、
業
界
に
と
っ
て

も
大
き
な
意
味
の
あ
る
こ
と
で
、
本

会
の
意
義
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
刀
剣
業
界
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
方
の
多
く

は
、
本
会
の
ご
出
身
で
す
。
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
今
後
と
も
健
全
運
営

を
第
一
に
、
会
員
間
の
親
睦
と
研
究

修
練
の
場
と
し
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る

組
織
と
な
る
よ
う
努
力
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
ご
厚
情
を
賜
り
た
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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全
国
美
術
刀
剣
青
年
会｣

熱
海
大
会
の
ご
報
告
と
御
礼

代
表
幹
事
　
中 

永  

善 

之
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りそな銀行
池袋 上野

東京

品川新宿

三井住友銀行

マ
ク
ド
ナ
ル
ド

み
ず
ほ
銀
行当店

目白通り 目白駅

〈JR山手線目白駅下車徒歩左へ３分〉

飯田高遠堂

刀剣・小道具・甲冑武具
創業明治十三年

目白
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㈱
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術
刀
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〒
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清
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七
一
二
二
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一
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
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七
一
二
二
）一
九
五
〇

松 

本  

富 

夫

野
田
会（
刀
剣
・
刀
装
具
）市
場
　毎
月
三
日
・
十
九
日
開
催

美術日本刀・鐔・小道具・甲冑

日本の伝統文化を彩る
JAPAN SWORD CO., LTD.

〒105-0001
東京都港区虎ノ門３-８-１

ＴＥＬ 03-3434-4321
ＦＡＸ 03-3434-4324

伊波賢一 Ken-ichi Inami

㈱ 日 本 刀 剣

ホテル
オークラ

虎ノ門
　三丁目角

桜田通り
虎ノ門

↓新橋

出口 2

地下鉄虎ノ門駅２番出口より直進、徒歩３分〔日祝休〕

〒104-0061
東京都中央区銀座４-３-11

松崎煎餅ビル４階

㈱銀座泰文堂 　代表  川 島 貴 敏

ＴＥＬ 03-3563-2551
ＦＡＸ 03-3563-2553

フリーダイヤル 0120-402037

http://www.taibundo.com

泰文堂銀座

「刀剣画報」
実寸大通信販売カタログ
年６回発行  年間購読料4,000円

古名刀から現代刀、御刀の
ことならお任せください！

連絡先
090-8455-2222

60回までの低金利刀剣クレジットお取り扱い

　 〒114-0023
東京都北区滝野川７-16-６

電　話 03-5394-1118
ＦＡＸ 03-5394-1116

営業時間11時～19時
月曜日定休（祝日は営業）

代表者　髙 島 吉 童

www.premi.co.jp

日
本
刀
に
は
人
を
励
ま
し
勇
気
づ
け
る
力
が
あ
る
。
一
九
六
四

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
刀
に
ち
な
む
秘
話
が
今
発
掘
さ
れ
た
。

（『
東
京
新
聞
』
平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日
朝
刊
）
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要
刀
剣
な
ど
の
鑑
定
書
は
、
業
者
間

ま
た
は
刀
剣
愛
好
家
の
間
で
共
通
の

認
識
を
も
っ
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
れ
を
盛
り
立
て
て
き
た

会
員
や
業
者
、
愛
好
家
、
刀
剣
を
こ

よ
な
く
愛
し
協
会
を
設
立
し
た
本
間

薫
山
・
佐
藤
寒
山
の
両
山
先
生
や
大

先
輩
の
方
々
な
ど
、
刀
剣
界
全
体
が

六
十
年
以
上
を
か
け
て
築
き
上
げ
て

き
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　

真
贋
を
見
極
め
、
評
価
す
る
鑑
定

技
術
も
刀
剣
史
上
、
現
在
が
最
高
だ

と
言
え
ま
す
。
そ
れ
は
、
名
刀
は
も

ち
ろ
ん
、
量
産
さ
れ
た
刀
や
偽
銘
刀

ま
で
広
範
囲
を
対
象
と
し
、
六
十
年

間
ほ
ぼ
毎
月
行
わ
れ
て
き
た
審
査
に

よ
り
生
ま
れ
た
膨
大
な
蓄
積
に
負
う

と
こ
ろ
大
で
す
。

●
も
し
鑑
定
書
な
か
り
せ
ば

　

そ
れ
で
は
、
今
ま
で
流
通
し
、
業

者
や
コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
が
そ
れ
な
り

に
認
め
て
き
た
鑑
定
書
の
権
威
と
信

用
が
失
墜
し
た
り
、
鑑
定
書
そ
の
も

の
が
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
し
た

ら
、
刀
剣
界
に
与
え
る
影
響
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

六
十
年
前
の
鑑
定
書
が
な
か
っ
た

時
代
を
知
っ
て
い
る
コ
レ
ク
タ
ー
や

業
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
鑑
定
書
な
し
に
売
買
を
す
る

の
は
、
買
う
側
も
売
る
側
も
戸
惑
う

で
し
ょ
う
。
何
年
も
か
け
て
相
当
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
な
い
と
、
数

百
万
円
も
の
取
引
は
大
変
難
し
い
こ

と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
一

部
の
愛
好
家
が
、
鑑
定
家
や
目
利
き

を
雇
い
、
あ
り
余
る
私
財
を
投
じ
て

収
集
す
る
に
は
、
鑑
定
書
が
な
く
て

も
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
業
者

は
鑑
定
家
並
み
の
知
識
や
判
断
能
力

●
刀
剣
鑑
定
書
の
始
ま
り

　

絵
画
・
書
・
陶
磁
器
・
道
具
な
ど

の
古
美
術
品
に
は
、鑑
定
書
（
折
紙
・

極
め
書
き
）
の
よ
う
な
も
の
は
古
今

あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
刀
剣
や

そ
れ
に
付
随
す
る
小
道
具
に
は
室
町

時
代
か
ら
本
阿
弥
家
な
ど
が
出
し
て

い
ま
す
。

　

鑑
定
書
の
態
を
な
し
た
現
存
最
古

の
も
の
は
、
室
町
時
代
末
期
の
文
明

二
年
（
一
四
七
〇
）
に
赤
松
政
秀
が

書
い
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
本
阿
弥
家
九
代
の
光

徳
が
豊
臣
秀
吉
の
認
可
を
受
け
て
刀

剣
極
め
所
と
な
り
「
折
紙
」
と
呼
ば

れ
る
鑑
定
書
を
発
行
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
現
在
の
よ
う

な
真
偽
の
鑑
定
と
い
う
よ
り
も
、
そ

の
刀
に
対
し
て
大
判
や
小
判
な
ど
の

金
子
に
よ
る
代
付
け
が
主
で
し
た
。

　

で
は
、
現
在
の
鑑
定
書
の
よ
う
に

真
偽
を
中
心
と
し
た
も
の
は
い
つ
ご

ろ
か
ら
現
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

戦
国
時
代
で
あ
る
室
町
時
代
末
期

か
ら
安
定
し
た
武
家
社
会
の
江
戸
時

代
に
な
る
と
、
法
や
秩
序
を
徹
底
厳

守
さ
せ
る
た
め
に
、
何
か
大
き
な
間

違
い
や
、
い
ざ
こ
ざ
、
も
め
事
が
起

き
る
と
、
そ
の
責
任
を
当
事
者
の
切

腹
や
打
ち
首
な
ど
の
死
を
も
っ
て
償

っ
て
い
ま
し
た
。

取
り
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
一
つ
に
、
刀
剣
商
の
間

で
共
通
し
た
相
場
観
が
あ
り
、
下
取

り
し
た
刀
が
交
換
会
な
ど
で
共
通
の

目
安
で
現
金
化
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
小
売
り
で
再
販

す
る
こ
と
も
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

終
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
、
幾
度
も

景
気
の
影
響
を
受
け
て
相
場
の
大
き

な
上
下
は
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
美

術
品
と
比
べ
て
そ
の
差
が
少
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
日
本
刀
は
不
況
に
強
い

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
鑑

定
書
や
下
取
り
が
あ
り
、
比
較
的
一

定
し
た
相
場
観
が
あ
る
た
め
に
現
金

で
の
買
い
取
り
が
で
き
る
こ
と
が
、

要
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
刀
は
、
他
の
美
術
品
と
比
べ

て
資
産
価
値
も
高
く
、
昭
和
四
十
年

代
初
頭
ま
で
は
不
動
産
な
ど
と
並
ん

で
、
ど
の
銀
行
で
も
担
保
物
件
と
し

て
通
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
刀
は
美
術
品
の
中
で

唯
一
「
刀
剣
学
」
と
し
て
成
立
し
て

お
り
、
他
の
美
術
品
よ
り
は
る
か
に

高
い
精
度
で
時
代
や
真
贋
を
論
理
的

に
実
証
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

昭
和
に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
や
鑑
定
家
が
鑑
定
書
を
出
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
財
団
法
人

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
発
行
の
重

　

武
家
社
会
の
よ
う
な
究
極
の
上
下

社
会
で
は
、
刀
剣
に
つ
い
て
偽
っ
た

り
、
た
ぶ
ら
か
し
た
り
す
る
こ
と
は

極
刑
に
値
し
、
刀
剣
の
真
偽
に
及
ぶ

必
要
が
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
ま
た

江
戸
初
期
ご
ろ
か
ら
本
阿
弥
家
な
ど

が
極
め
て
い
る
刀
を
見
て
も
、
将
軍

家
や
大
名
家
、
重
職
の
者
た
ち
以
外

に
は
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
名
刀
が

ほ
と
ん
ど
で
、
真
偽
に
言
及
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
刀
剣
の
大
衆
化
と
鑑
定
書

　

現
在
の
よ
う
な
形
式
の
鑑
定
書
に

な
る
の
は
、
や
は
り
明
治
以
後
で
、

武
家
社
会
が
崩
壊
し
て
刀
剣
が
武
器

や
武
士
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
道
具

の
役
目
を
終
え
て
、
美
術
品
の
色
合

い
が
濃
く
な
っ
て
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
明
治
か
ら
昭
和
の
初

期
ま
で
は
、
ま
だ
皇
族
や
華
族
、
当

時
現
れ
た
大
財
閥
、
ま
た
は
政
府
の

高
官
た
ち
が
競
っ
て
集
め
た
ス
テ
ー

タ
ス
性
を
強
く
持
っ
た
美
術
品
収
集

の
一
つ
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
名
刀

を
商
う
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
は
、
華

族
や
財
閥
な
ど
に
お
出
入
り
が
で
き

た
本
阿
弥
家
な
ど
の
鑑
定
家
や
刀
職

者
だ
け
で
、
一
般
愛
好
家
相
手
の
刀

剣
商
に
は
鎌
倉
期
や
南
北
朝
期
等
の

名
刀
を
扱
う
術
も
な
く
、
室
町
初
期

の
応
永
備
前
で
も
入
手
で
き
れ
ば
大

変
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
、
当
時
を
知

る
大
先
輩
か
ら
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

要
す
る
に
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期

ご
ろ
ま
で
は
、
一
般
の
人
々
が
名
刀

と
い
う
も
の
を
持
つ
機
会
が
な
か
っ

た
わ
け
で
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
た
ち

だ
け
で
刀
剣
の
収
集
が
な
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。
従
っ
て
、
目
利
き
や
鑑

定
家
は
そ
の
人
た
ち
の
た
め
に
働
け

ば
よ
か
っ
た
の
で
、
鑑
定
書
が
普
及

す
る
必
要
が
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
が
終
わ

り
、
財
閥
も
解
体
さ
れ
民
主
化
が
進

む
と
、
お
金
を
出
し
さ
え
す
れ
ば
一

般
の
人
で
も
刀
剣
を
入
手
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。刀
剣
は
大
衆
化
し
、

書
画
や
茶
道
具
な
ど
と
一
緒
に
古
美

術
品
と
し
て
流
通
し
始
め
ま
し
た
。

そ
う
な
る
と
、
刀
剣
の
商
品
価
値
を

測
る
物
差
し
と
し
て
、
鑑
定
書
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

●
共
通
の
価
値
観
と
し
て

　

他
の
美
術
品
と
比
べ
て
、
刀
剣
は

売
買
で
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
下
取
り
で
す
。
刀
剣
以
外
の

古
美
術
品
の
取
引
で
、
以
前
販
売
し

た
品
物
を
下
取
り
し
た
と
い
う
話
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
、
刀
剣
類
で
は
な
ぜ
下

を
必
要
と
す
る
し
、
買
う
側
も
自
信

を
持
っ
て
購
入
し
得
る
ま
で
の
目
利

き
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在

の
よ
う
に
「
刀
の
こ
と
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
が
、
余
裕
が
あ
る
か
ら
刀
を

一
振
買
お
う
」
と
思
う
人
た
ち
に
は

大
変
な
障
害
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

現
存
し
て
い
る
刀
全
体
の
七
～
八

割
は
無
銘
だ
と
思
い
ま
す
が
、
無
銘

刀
は
確
か
に
真
偽
は
問
わ
れ
な
い
も

の
の
、
製
作
さ
れ
た
時
代
や
国
、
保

存
状
態
で
価
値
が
大
き
く
変
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
実
際
、
同
じ
極
め
で

も
重
要
刀
剣
の
無
銘
は
数
百
万
円
、

そ
う
で
な
い
も
の
は
そ
の
何
分
の
一

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

重
要
刀
剣
の
指
定
制
度
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
う
で
あ
る
も

折
紙

の
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
値
段
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
売
る
側
の

信
頼
や
保
証
だ
け
で
、
何
も
付
い
て

い
な
い
無
銘
を
数
百
万
円
で
買
っ
て

も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
レ
ク

タ
ー
が
買
い
取
り
で
店
に
持
っ
て
き

た
無
銘
を
数
百
万
円
で
買
い
取
れ
る

で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
が
相
場
を

作
っ
て
き
た
刀
の
価
値
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
刀
剣
鑑
定

組
織
が
で
き
た
と
し
て
も
、
刀
剣
界

全
体
の
共
通
の
認
識
と
し
て
末
端
ま

で
浸
透
し
、
取
引
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
何
年
か
か
る
で
し
ょ
う
か
。

●
鑑
定
書
の
意
義
を
問
い
返
す

　

薫
山
先
生
、
寒
山
先
生
が
健
在

で
、
伝
説
的
な
刀
剣
商
が
綺
羅
星
の

よ
う
に
存
在
し
て
い
た
の
は
、
も
う

半
世
紀
近
く
前
に
な
り
ま
す
。
そ
の

こ
ろ
に
比
べ
て
、
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
や
刀
剣
界
全
体
が

ず
い
ぶ
ん
弱
体
化
し
て
し
ま
っ
た
と

言
わ
れ
る
昨
今
、
鑑
定
書
の
お
か
げ

で
、
特
保
だ
、
重
要
だ
と
当
た
り
前

の
よ
う
に
、
あ
ま
り
真
偽
も
問
わ
ず

に
安
心
し
て
取
引
し
て
き
た
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
こ
で
も
う
一
度
現
在
の
刀

剣
鑑
定
書
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

鑑
定
の
結
果
に
不
満
や
不
服
の
声

も
聞
か
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
鑑
定
書

と
い
う
も
の
が
現
れ
た
と
き
か
ら
現

在
ま
で
、
鑑
定
を
し
て
き
た
組
織
に

付
い
て
回
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
刀
剣
商
に
は
、
む
し
ろ

刀
剣
界
全
体
が
認
め
、
安
心
し
て
売

買
で
き
る
た
め
の
鑑
定
書
が
今
後
も

存
続
し
て
い
く
か
ど
う
か
の
方
が
大

き
な
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
川
島
貴
敏
）

鑑
定
書
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折
紙
付
き｣

と
言
え
ば
、
絶
対
に
保
証
で
き
る
と

い
う
評
判
や
評
価
の
こ
と
。
そ
れ
が
刀
剣
の
鑑
定
書

に
由
来
す
る
こ
と
は
常
識
だ
。
で
は
、
な
ぜ
日
本
刀

に
鑑
定
書
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
鑑
定
書
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
か
。
今
日
に
お
け
る

鑑
定
書
の
意
義
は
―
。
コ
レ
ク
タ
ー
と
刀
剣
商
の
関

係
を
軸
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
鑑
定
書
に
つ
い
て
考

え
る
。


